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本論文の内容は緒論， 4 部，結論の 6 部よりなる。緒論は全篇の展望をのベ，着実に研究を展
開して来た方法を明らかにしている。

















レーザーを用い， 共鳴線による散乱の研究を Na の D線について行った実験は非常に優れた着
想で内外の注目をあび，地球上層大気観測用ロケットに搭載されることになっている。結論では
以上各種レーザーの利害得失を明らかにし，その将来の方向を示している。
論文の審査結果の要旨
本論文は液体レーザーの発振機構の解明と，工学的応用について詳細な検討を加えたものであ
り，特にレーザー材料の有機化合物液体中におけるエネノレギー移動機構の観点から発振機構を解
明したことは，非常に独創的な業績である。このように本論文は化学，物理学，電気工学の境界
領域である液体レーザー研究に於て多くの新知見を得たものであり，量子電子工学の発展に寄与
するところが大きし博士論文として価値あると認める。
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